




















































































































aeternitas nec infinitas; sed aeternus est et infinitus; non duratio nec spatium; sed 
durat et adest; durat semper, et adest ubique; et existendo semper et ubique, 
durationem et spatium constituit.］）（2）
　無限な力が、無限に自己実現することで、或いはむしろ、この人格全体が、
つねにいたるところに存在することで（existendo semper et ubique）、空間と



























いて考えなければならない。神は、存在の全体性［la totalité de l’être］をもっ







































































































































































































































































































































































は、グルニエ編の全集所収のもの（Jules Lequier, Œuvres complètes, La Baconnière, 
1952, pp.313-327.）による（初出は同じくグルニエ編のルキエ遺稿集、Jules Le-
quier, La Liberté, textes inédits présentés par Jean Grenier, Vrin, 1936, pp.37-52.）。「体
系スケッチ」という表題は、クレールが自らのルキエ研究（Métaphysique et exis-
tence. Essai sur la philosophie de Jules Lequier, Vrin, 2000.）にこのノートの主要部分
（手稿 255の pp.1-18の部分）を付録として収録した際のクレールによる表題






らのノートに「体系。概容［Le système. Vue d’ensemble］」という見出しを与えて
いる。
（2） トマス・アクィナス『神学大全』Ia、q.68、 a.1。（グルニエの註記による。）
（3） この最後の一文は鉛筆で書き加えられていた（グルニエの註記）。
（4） 『ローマ人への手紙』12-1。
（5） 手稿についての指示はグルニエによるもの（以下同様）。
（6） これらの頁は、「イエス＝キリスト」という表題がつけられた展開の一部である。
我々はこの展開の冒頭しか提示していない。というのもルキエは前置きのノート
で、展開の以下の部分（〈受肉〉について）は正しくないと認めているからである。
ここに提示した頁は、第一と第二の「秩序」の間の差異に専ら関わっている。（以
上はグルニエの註記。）
